






























いわゆるプリミテビスト (primitivist) とモダニスト (modernist) の対立があ





いうモデルが，M. I. フィンリー (Finley, 1973/1999) と A. H. M. ジョーン
















































は Beloch (1886) による旧推計があり，５，５００万人と推計されていたが，
新推計値は McEvedy and Jones (1978) に基づいて修正された形で推計さ
１） この時期の経済発展の可能性については，ホプキンズの一貫したテーマであ
り， Hopkins (1980, 1983b, 1995/6, 2009) を参照。さらに M. I. フィンリー





２） Frier (2000: Table 5).
表１ ローマ帝国人口推計（単位：百万人）
AD14 AD164




































































































３） Frier (2000: Table 6). Bagnall and Frier (1994: 55-56) によればエジプトのセ
ンサスによる分析から年間０．３％以下０．１％ということであり，エジプトに
限れば，１５０年間で４００万人から５００万人の増加ということであった。



























６） Scheidel (2004: 17-21). 紀元１世紀の帝政成立期頃にはイタリアには４００都
市が存在したとされ，Morley (1996: 182) によればイタリア人口の２５％が
（ローマ以外の）都市に居住し，ローマを含めると４０％にもなるとしている。





































































資料） Lewit (1991, 220, Graph 6(a)i)
図１b 定住地の推移（ブリタニア，南ガリア，北スペイン，南スペイン）
資料） Lewit (1991, 222, Graph 6(b)i)




























































































Before 7th cent. BC
定住地数
資料） Greene (1992)，グラフは Leone and Mattingly (2004, Fig. 5. 6) による。

























(1953-58)，Tate (1992: 169-88)，Wickham (2005: 446-47)，Decker (2001)，
Bintliff (1997)，Safrai (1994: 436-58)，Ward-Perkins (2000)，Rautman (2004)，
Foss (1994, 1995, 1997)，さらに帝政後期の考古学研究のサーベイとしては
Chavarria and Lewit (2004) などがあげられる。
１２） Ward-Parkins (2000a: 321).
１３） 東地中海地域であれば，西アナトリア産出のフォカイア赤色陶器 (LRC/PRS)，
キプロス産出のキプロス赤色陶器 (LRD/CRS) などを追跡することができる。






図３ 西地中海５遺跡における発掘 ARS 数量；
資料） Fentress and Perkins (1988, Fig. 3)
図４ キプロス島コペトラ調査・発掘から確認された精製陶器の頻度
資料） Rautman (2004, Fig. 7)











































およそ１８～４２億セステルティウス (HS)，中間値で３１億 HS となる１４）。
１４） Hopkins (1980: Fig. 2) ならびに Crawford (1985: 279)，減耗率の修正につい
















図５ 共和政後期 (155~50BC) 貨幣（デナリウス銀貨）供給推計
資料） Verboven (2004, 68; Appendix 4)
１５） Duncan-Jones (1994: 167-80). しかしこの推計は過大であるという指摘もあ




ーマ帝国経済がより primitive だとして１００億 HS を超えないであろうと推
測している。この点で帝国前期の金銀採掘量と信用貨幣をどの程度までとら
えるかで（言い換えると，経済を基本的に primitive ととらえるかどうかで）




























































なってきたのではないかと主張されている (Mrozek, 1985, Harris, 2006,
2008)。３世紀前半まで緩やかな物価上昇があったとはいえ，価格と賃金の
安定性（ただし２世紀から３世紀には実質賃金上昇があったともいわれる
(Duncan-Jones, 1994: 25-28, Scheidel, 2002: 106)）を考慮すると貨幣不足は













たのではないかとしている (Lo Cascio, 2008: 167-71)。
１６） グリーンランド，スウェーデン，スイスからの鉛，銅成分分析として，Hong
et al. (1994, 1996)，Renberg et al. (1994)，Hong et al. (1996)，Rosman et al.
(1997)，Shotyk et al. (1998) などの論文をあげておく。他の最近の論文につ




資料） Rosman et al. (1997),
図７ 地中海沈没船の分布
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１７） McCormick (2001: 42-53).
１８） Parker (1992: 549, Fig. 3). 東部地域の沈没船の帝政後期に及ぶ一様の分布
特性については，Parker (1992: Fig. 7) で見られる。他に Tortorella (1981)，














































資料） Lendon (1990, 131-133), Drexhage (1991, n.24), Rathbone (1996, n.25)
図９b エジプトの小麦，大麦，金価格推移














































































る (Hopkins, 2009: 195-201)。帝国のインフラ整備への関与等については例
えば Greene（1986：訳 90-92），Drexhage, et al. (2002: 24-25) を参照。
２０） 南川 (1995: 4-18).




























２２） Wacher (1987: 1-22)，弓削 (1977: 56-57) さらに第２章。






























































資料） Wolters (2003, Fig. lb)一部修正









































“Procurator”, (1957: 1262) にある騎士階級文官数を指標にしておよそ５００万
HS とし，同様にしてその他の分（解放奴隷，奴隷など）も調整して，総額
４，７００万 HS と推計した。なお，同様の規模でゴールドスミスは AD１４年
頃の帝国の支出・収入推計として，６億ないし８．２５億 HS としており，後































































２７） Herz (2007: 313).
２８） Kehne (2007: 325).
２９） Frank (1940: 7).



























３１） Wolters (2003: 156-57). また国家財政と経済に関する全体的な描写について
は Lo Casio (2007) を参照。
３２） Lo Casio (2005: 141-42).



























３４） Corbier (2005b: 406-7), MaCormick (2001: 42-50).
３５） Harl (1996: 126-48, 280), Howgego (1995: 126-27), Rathbone (1996: 333-37),
Drexhage et al. (2002: 200-1).














割し，それぞれの地域（道管区）を皇帝 (Augustus) と副帝 (Caesar) が統治
する四分治制（テトラルキア）が施行され，それぞれの皇帝・副帝の下に











大きく国境警備隊 (limitanei) と皇帝随行隊 (comitatenses) に分かれて編成さ
３７） 柴野 (2004)，市川 (1981).









を行う宮廷法務長官 (quaestor sacri palatii)，国家財産の管理と皇帝の財産
管理をそれぞれ担当する国家財政管理長官 (comes sacrarum largitionum)，















管理を担っていた rationalis rei summae と magister rei privatae（財務部門
の中で後者は前者の従属化にあった）のその後の組織上の変化と近衛長官の
主計総監への性格変更などの経過については，Jones (1964: 411-37) で説明
されている。
４０） Corbier (2005a: 365)，Carrie (2005: 284)，３世紀半ばの行政機構の移行経過




























長官 (prefectus urbi) がおかれ，２つの都市への穀物他の物資の無料配給は
続けられ，その任務は食糧長官 (prefectus annonae) から都市長官に吸収さ
れていった４１）。
資金を含めた物資の流れから，テトラルキアによる分割統治ならびにそ








































４２） Treadgold (1995: 54-59, Table12). トレドゴールドは６世紀の著述家たち






























４３） Hopkins (1980), Goldsmith (1984: 268, 273, Table 1), Temin (2006: 47),
Maddison (2007: 45-47, Table 1.9), Scheidel and Friesen (2009, Table 5)











































４５） Duncan-Jones (1990: 146-47, Table 46).















１５０年ごろの実質 GDP を保持したと想定できる。ただし，基準として AD
１４年のアウグストゥス帝期の GDP 推計額を当該時期の通貨換算レート
により金貨換算額に直し，人口増加分を加えて修正した後，コンスタンテ
















































支出比は２０．２％であり，国防費は３．９％であった (Economic Report of the
President, USA, February, 2008)。同様の文脈では Hopkins (2009: 184) も参
照。


























かとも述べる (Andreau, 1994: 199-203)。この主張についてはさらに英訳著


















































2002: 151-53)。その点で，システム上，軍団では会計係 (primus pilus, dispen-
sator, tabularius) から，属州管理官 (procurator)，属州間では食糧長官とい
































く会計上の決済・清算によって行われてきた (Herz, 2007: 308-13)。レメサ
ル・ロドリゲスは帝国全体の振替・清算システムがあり，その業務は食糧長
官が担っていたであろうと主張しているが，資金の振替・清算という視点か
らむしろ会計係 (a rationibus) のほうが相応しいように思われる (Rémesal
Rodriguez, 1997: 66-67)。



























































５５） de Laet (1949: 448).
５６） de Laet (1949: 456, 469-74). 他方では Jones (1964: 429) によれば税関区が
依然後期においても国内に残っていたのではないかと推量されている。



















































































































６２） Andreau (1999), chps. 2, 3, 4, 10にエリート，金融業者，そのほかの人々に
よる金融活動が網羅的に描写されている。その他に Jones (2006), Part II で
同様にプトリ (puteoli) を中心にした金融活動に加えて，他の金融に関連し
た業務が説明されている。































































































































































































































































































失していった（オリーブ油の産地の変化については Tchernia, 2002: 321-24）。ワイン
とオリーブ油に関するイタリアと属州間の（商業的）競争の経過が分布から窺うこと








のであることがわかってきている (Drexhage et al., 2002: 130-31)。南スペイン産のア
ンフォラ（Dressel 20等）は３世紀前半（セウェルス朝）までローマ，ならびにゲル
マニア，ブリタニアで大量に出土し，オリーブ油の輸送が継続したと推測される
(Rémesal Rodriguez, 1997, 1998, Funari, 2002) が，後半以降になると極端に少なくな
る。ローマでは図１６のように北アフリカ産オリーブ油のシェアが圧倒していくので
あり，南スペイン産はより小さな容器 (Dressel 23) で輸入されていたようである
(Rémesal Rodriquez, 1991)。西部辺境地区でも南スペイン産のオリーブ油輸入は少な




























































資料） Panella and Tchernia (2002, Fig. 9.3)
６６） 人口と実質賃金とは相反した関係にあるが，Scheidel (2002: 106) は実質賃







































融業者 (argentarius, coactor, coactor argentarius) が消えてしまっている６８）。
６７） 金山については Corbier (2005b: 406-7)。帝国の鉱物の生産は２世紀にピーク
となり３世紀には急激な低下をみるが，主要鉱山では１０のうち１は後期ま
で採鉱が続けられていた (McCormick, 2001: 43)。３世紀における通貨品質の
悪化については Howgego (1995: 134) ならびに Harl (1996: 126-43) を参照。




れる (Peña, 1999, 8-9)。ディオクレティアヌス帝の改革以降ソリドゥス通貨
の導入と共に，信用市場も再建されたが規模の点では回復はできなかったと
される (Carrié, 2003: 267)。帝政後期の銀行家の復活とその行動については
Barnish (1985: 9, 19-24) を参照。帝政前期と後期では金融業者に関し断絶が
あることになるが，この点に関し，銀行家 (argentarii, coactores argentarii)
の墓碑銘が全体に比べて減少，消失することをもって，この種の銀行家の衰
退，消滅を論じるアンドローの推論が妥当なのか，帝政前期と後期の銀行家














リウス (denarius communis) が金交換レートで継続的に低下していったにも
かかわらず，帝国内の貨幣経済化が進行していったと考えられる７０）。
３世紀前半セウェルス朝時代から軍事費の膨張と財政的困難により，軍









６９） Peña (1999: 9).































７１） Duncan-Jones (1990: 206-7, n. 48). また Corbier (2005a: 382-83) も参照。と
くにコンスタンティヌス帝による特別税 aurum coronarium, gleba, 商人等



























７２） Corbier (2005b: 437).
７３） Rougé (1966: 88-89), Panella (1993, Fig. 4). また４世紀半ばの地中海地域特




























後期の織物業では Jones (1974: 350-64) 参照。羊毛，織物業については帝政
前期においてもパウサニアスの記述やプトレマイオスの『地誌』などで散見
され (Alcock, 2007: 683-84)，そのほか特産品の類似性については，大プリ
ニウスの『博物誌』（第８，１３，１４，１９巻など）でも垣間見ることができる。
さらに前期の地域間交易については Drexhage et al. (2002: 126-34) 参照。










シリアからオリーブ油とワインをいれたアンフォラ (Late Roman 1; LR1)，
パレスチナのワインをいれたアンフォラ (LR4, LR5)，ギリシャ，小アジア















７５） Wickham (2005: 711).
７６） Ward-Perkins (2000b: 358-360).





















































７９） 例えば新制度学派経済学 (NIE) には，North (1990, 1991)，Aoki (2001)，
Williamson (1985) をあげておく。ローマ帝国に関連した制度，組織，市場
等の主題を NIE の視点からとりあげた文献としては，とりあえず Frier and
Kehoe (2007)，Kehoe (2007: ch. 1)，Lo Cascio (2006)，Morley (2007: chs. 4,
5)をあげておく。
８０） 地方経済の定期市ならびに商人の行動については，de Ligt (1993) とくに ch.























































８２） 経済の統一化については Woolf (1992), Howgego (1994) により程度の違い
はありながら主張されているが，他方市場のグローバル化（統合化）につい
ては懐疑的であることが多い (Morley, 2007: 94-102, Erdkamp, 2005: 141-
205)。それでも地域経済のネットワーク化については中核都市，地域ごと































市行政に関し，どの程度関っていたかについては，Drexhage et al. (2002: 27-
37)を参照。帝国の干渉をネガティブな面から既述した文献としては Garnsey
(1988: 325-47) があげられる。
８４） Corbier (2005a: 364-65), Carrié (2005: 284).



























８６） Johnston (1999: 99-101).
８７） Johnston (1999: 101-2), Jones (2006: 105).



























８９） Jones (2006: 207-8).
９０） Andreau (1999: ch. 2) とくに pp. 12-16. Jones (2006: 174, 205) も参照。エリ
ート層の安定的収入への関心については Kehoe (1997: 238-40)。




























９２） Temin (2006: 142-43).























処にした有期請負契約 (locatio conductio) が雇用主（地主）と請負業者 (con-
































９５） Kehoe (2007: 95-128).
９６） Kehoe (2007: 56-89).



























９９） Sirks (1993: 173-74)，小田 (2000: 249-52), Wickham (2005: 521-24)
１００） 浦野 (1995). 帝国の公式の租税賦課と実際とのギャップがあり，未納分の
帳消を含め，実際の負担は負担者の許容範囲で調整が行われていたことにつ



























１０２） Pleket (1990:), Greene（1986：訳 90-91），Wilson (2002), Schneider (2007).
１０３） Forni (2006).
１０４） Ferdière (1988: 23-40).






















































１０７） 例として Hodges and Whitehouse (1983)，Hodges and Bowden (1998)，
Hansen and Wickham (2000)，McCormick (2001)，Wickham (2005) などがあ
げられる。
１０８） McCormick (2001: 30). キリスト教との関係から２世紀末以降を古代社会の

























１０９） これは第３節の議論に基づいているが，Treadgold (1995: 162, Table 11) に
よれば，東ローマ（ビザンチン）帝国の兵士／人口比は１．３～２．０％に収ま






























１１１） Wickham (2005: 271-72).
１１２） Matthews (1975: 27-28), Jacques (1986: 130-36), Wickham (2005: 156, 163).
元老院階級の世襲化がきわめて限定的であり，むしろ流動的であったことに
ついては Hopkins (1983a: 120-200) 参照。


























































１１６） Elton (1996: 125-27), Heather (1995: 27, 35).
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